
地産地消／那須塩原こだわりの味でおもてなし

日
本
遺
産
の
那
須
野
が
原

文
人
・
皇
族
も
魅
了

湯
量
豊
富
、多
泉
質
な
塩
原

湯
治
場
の
雰
囲
気
残
す
板
室

秋
～
春
の
季
節
の
グ
ル
メ

巻狩鍋フェア

いちごとみるくフェア

朝
食
イ
ッ
ピ
ン
物
語

こだわりの朝食を

那
須
塩
原
地
酒
物
語

栃木の銘酒を利き酒で

良質の湯に浸かり、食に舌鼓を打ち、歴史・文化にふれる

塩原温泉、板室温泉の旅
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　　　空から見た旧青木家那須別邸。ドイツ洋式の建物が美しい

板
室
温
泉
に
あ
る
露
天
風
呂
。
昔
は
ぶ
ら
下
が
っ
て

い
る
綱
を
つ
か
ん
で
入
浴
し
た

大
山
別
邸
（
現
・
大
山
記
念
館

洋
館
）

　　　　箒川沿いにある露天風呂。せせらぎを聞きながらの入浴は格別

　
昨
年
４
～
６
月
の
と
ち
ぎ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
か
ら
１
年
、
い

ま
は
ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
の
真
っ
最
中
だ
。
那
須
塩

原
市
も
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
Ｊ
Ｒ
の
主
要
駅
に
掲

出
し
、
ア
ピ
ー
ル
に
余
念
が
な
い
。
泉
質
の
良

さ
が
売
り
の
塩
原
、
板
室
両
温
泉
、
地
産
地
消

に
こ
だ
わ
っ
た「
食
」、そ
し
て
日
本
遺
産
と
、

そ
の
魅
力
は
尽
き
な
い
。
両
温
泉
郷
で
至
福
の

時
に
浸
る
旅
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

　源頼朝が、那須野が原で盛大に狩りを行っ
たことに由来する料理「巻狩鍋」。肉と野菜
が一緒に入った料理で、肉の種類と入れる野
菜は問わないが、県産食材を１種類以上使う
のが条件。味付けはみそやしょうゆ、塩などで、各宿の腕の見せ
どころとなる。ほっこりと温まり、癖になる料理だ。

　那須塩原市の牛乳（生乳生産額日本一）と
県産いちご（生産量日本一）を組み合わせた
オリジナルスイーツ。パンケーキやドリンク
などいろいろな種類がある。旅館・ホテルの

板前や菓子職人らがプライドを懸けて作ったスイーツで、これを
目当てに訪れる人も多い。

　旅館・ホテルのこだわりの朝食が味わ
えるとあって、宿泊客に好評で、「また
来よう」と思わせる効果を生んでいる。
アフターＤＣでは軒が腕を振るう。

　食材、内容、調理の
三つのこだわりで朝を
演出。提供する際には
こだわりをスタッフが
説明したり、お品書き
で示したりしている。

　旅には欠かせないお酒。お酒好きにとっ
ては温泉に入った後の一杯が楽しみ。浴衣
姿で差しつ差されつ…。旅の醍醐味である。

　那須
塩原は
水が奇
麗でお
いしいことから、酒造好適
米「とちぎ酒」で造られ
る地酒も増えている。宿で
は品評会で高い評価を得て
いる自酒が利き酒、飲み比
べできる。

　
那
須
塩
原
の
新
た
な
観
光
資
源
と

い
え
る
の
が
、
県
北
部
に
広
が
る
日

本
最
大
級
の
扇
状
地「
那
須
野
が
原
」

で
、
２
０
１
８
年
５
月
に
「
日
本
遺

産
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
那
須
野
が
原
は
那
珂
川
と
箒
川
に

囲
ま
れ
た
約
４
万
㌶
の
扇
状
地
。
そ

の
う
ち
、
１
万
㌶
は
約
１
４
０
年
前

ま
で
人
の
住
め
な
い
荒
野
だ
っ
た
。

明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
の
下
、

政
府
の
要
職
だ
っ
た
元
勲
や
華
族
ら

が
私
財
を
投
じ
て
大
規
模
な
開
拓
に

乗
り
出
し
、
今
日
の
礎
を
築
い
た
。

そ
の
歴
史
が
評
価
さ
れ
、
日
本
遺
産

と
な
っ
た
。

　
山
縣
有
朋
、大
山
巌
、乃
木
希
典
、

松
方
正
義
、
西
郷
従
道
、
青
木
周
三

と
い
っ
た
そ
う
そ
う
た
る
人
物
が
開

拓
に
関
わ
り
、
彼
ら
の
別
邸
の
幾
つ

か
は
今
も
残
さ
れ
、
当
時
を
し
の
ば

せ
る
。

　
そ
の
一
つ
、
旧
青
木
家
那
須
別
邸

（
国
重
文
）
は
、
華
族
農
場
に
お
け

る
別
荘
文
化
を
象
徴
す
る
ド
イ
ツ
式

の
建
物
。
１
８
８
８
（
明
治

）
年

に
建
築
さ
れ
、１
９
０
９（
明
治

）

年
の
大
規
模
増
築
工
事
を
経
て
ほ
ぼ

現
在
の
姿
に
。
子
爵
・
青
木
周
三
は

別
荘
を
訪
れ
る
際
、
黒
磯
駅
か
ら
馬

車
で
来
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
東
京
ド
ー
ム
１
７
８
個
分
と
い
う

広
大
な
土
地
で
乳
牛
約
５
０
０
頭
を

飼
育
し
て
い
る
千
本
松
牧
場
。
元
勲

・
松
方
正
義
が
開
墾
し
た
も
の
で
、

現
在
で
は
観
光
牧
場
と
し
て
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
塩
原
温
泉
、
板
室
温
泉
は

多
く
の
文
人
墨
客
や
皇
族
方
に
愛
さ

れ
た
土
地
で
も
あ
る
。

　
塩
原
温
泉
は
１
２
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
持
ち
、
湯
量
豊
富
で
景
観
の

良
い
温
泉
地
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

半
径
５
㌔
以
内
に
１
５
０
も
の
源
泉

が
あ
り
、
毎
分
１
万
㍑
の
湯
が
湧
出

し
て
い
る
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
日
本
に

種
類

あ
る
泉
質
の
う
ち
、
実
に
６
種
類
を

有
す
る
と
い
う
珍
し
い
温
泉
地
で
あ

る
こ
と
。
美
肌
効
果
の
あ
る
三
大
美

人
泉
質
（
炭
酸
水
素
塩
泉
、
硫
酸
塩

泉
、
硫
黄
泉
）
が
一
つ
の
温
泉
地
に

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
宿
が
温
泉
水
千

㍉
㌘
中
、
メ
タ
ケ
イ
酸

㍉
㌘
以
上

の
美
肌
の
湯
だ
。

　
ち
な
み
に
、
温
泉
に
含
ま
れ
て
い

る
メ
タ
ケ
イ
酸
は
天
然
の
保
湿
成
分

で
、
肌
の
新
陳
代
謝
を
促
進
し
て
ツ

ル
ツ
ル
美
肌
に
す
る
。
女
性
に
と
っ

て
は
何
と
も
う
れ
し
い
温
泉
な
の

だ
。
ま
た
、
七
色

温
泉
で
も
あ
る
。

乳
白
色
、
黒
色
、

黄
金
色
な
ど
が
あ

り
、
色
で
宿
を
選

ぶ
の
も
楽
し
い
。

　
四
方
を
囲
む
山

々
か
ら
流
れ
出
す

水
は
箒
川
の
清
流

と
な
り
、
水
と
岩

と
木
々
が
織
り
な

す
美
し
い
渓
谷
美

を
造
り
出
し
て
い

る
。

　
板
室
温
泉
は
１

０
５
９
年
開
湯
と

い
う
歴
史
あ
る
温

泉
地
。
古
く
か
ら

「
下
野
の
薬
湯
」

と
親
し
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
湯
治
客

が
訪
れ
た
。

　
湯
川
沿
い
に
は
和
風
旅
館
が
建
ち

並
び
、
懐
か
し
い
湯
治
場
の
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
い
る
。
そ
こ
に
モ
ダ

ン
な
造
り
の
建
物
や
現
代
ア
ー
ト
が

調
和
す
る
。

　
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
な
ど

で
、
刺
激
が
少
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と

時
間
を
か
け
て
体
を
温
め
る
よ
う
入

浴
す
る
と
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
に

な
り
、
日
頃
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
が

と
れ
る
。

　
足
を
延
ば
す
と
亜
高
山
植
物
の
宝

庫
「
沼
ッ
原
湿
原
」
が
あ
り
、
散
策

に
は
最
適
だ
。

板
室
温
泉
の
和
風
建
築
。
レ
ト

ロ
な
雰
囲
気
が
旅
情
を
誘
う


